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白井病院 パーキンソン病ニュースレター

マリーゴールドの花言葉は
「逆境を乗り越えて生きる」
「健康」です。

皆様こんにちは。
夜はコオロギやマツムシなどの秋の虫の音のコーラスが聞けるようにな
りましたね。夏が終わり、秋らしくなってきています。日中はまだ暑い日
もありますが朝晩は涼しくなり、これからは寒暖の差が大きくなっていき
ますので衣服などで調節したりして、体調に気をつけましょう。
今回は当院療養病棟主任看護師の森内よりお話をさせていただきます。

＊パーキンソンサロン マリーゴールドにつきましては、コロナウイルス
拡大の影響により開催日時未定となっております。

食べ物を『認知（目で見る・においを感じる）』し、口の中へ取り込んで『咀しゃく（そ
しゃく）』し、『食塊(しょっかい）』としてひとつにまとめたのちに食道へと『送り込む』
こと、簡単に言うと『よく噛んで、口の中で食べ物を一つのかたまりにして飲み込むこと』
この一連の動作には多くの筋肉と神経が関わっています。パーキンソン病における嚥下障害
は、あらゆる嚥下障害と同じで、その原因や程度は人それぞれ異なっています。その為、薬
を飲む時間や、口腔機能の訓練、食べる時の姿勢や食形態（硬さ・飲み込みやすさなど）の
調整など一人一人にあわせた対応が必要となります。
現代の医療においては、胃ろうや点滴など、もし万が一口から食べることが出来なくなっ

たとしても、皆さんのからだの健康をサポートする方法はたくさんあります。しかし、口か
ら食べることは命をつなぐ以上に大きな意味を持ちます。
管理栄養士として『口から食べたい』といった想いに応えることが出来るよう努めてまいり
ますので、気になる事がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

～パーキンソン病について一緒にお話しませんか？(^-^)～

看護師 森内 友子（写真右）
（もりうち ともこ）

趣味：ナンプレ
好きな言葉：日進月歩

こんにちは♪ 東3病棟の森内です。
当病棟は療養病棟として、長期にわたる療養を必要
とする患者様が多く、その中でも入院患者様の約3割
の方がパーキンソン病です。
パーキンソン病は、運動症状・精神症状・自律神経
症状が見られ全身病とも言われており、食事・睡眠・
排泄・活動など生活のあらゆる場面でこれらの症状と
付き合うことになります。近年では様々な治療法の開
発により、その平均寿命は日本人の平均寿命とほとん
ど変わりません。言い換えれば病気とともに生きる人
生が長くなっています。
『病気とともに生きる』ということは、決して悲観
的な意味を表している訳ではありません。予防策、対
応策を知っていれば慌てることなく、やるべきことが
行えるのではないでしょうか。知らないことは不安を
感じますが、知っていることで少しは安心できるので
はないかと思います。これからの長い道のり、しっか
りと病気の特性を理解することで、少しでも安心して
生活することが大切だと思います。

〒５９０－０５０３

大阪府泉南市新家２７７６番地

☎０７２－４８２－２０１１

医療法人 白卯会

白井病院
HP www.shiraihp.or.jp ホームページ

QRコード

私たち病棟スタッフは他部門の専門職種と協力しながら、チームで日々患者様のケアを行って
います。また、勉強会やカンファレンスを積極的に行い、病気の理解を深め、患者様の力に少し
でもなれるように努めています。ぜひこれからはお一人で悩まず、各専門分野の医療スタッフに
相談してみてください。
最後に、私が入院している患者様と接する中で思うことですが、皆様様々な症状を抱えながら、
自分なりのやり方、様子の見方を工夫しておられます。パーキンソン病をきちんと理解して、う
まく付き合っていらっしゃるなあ、と感じることが多くあります。
運動症状と同時に精神症状がみられるとご本人様も家族様も大変な思いをされていることと思
います。そんな時は誰かに話すことで気持ちが楽になることがあります。
ぜひ一緒にお話ししませんか？ (^-^)
近い将来、パーキンソンサロン マリーゴールドでお会いできることを楽しみにしています。

看護師 不動 麻美（写真左）
（ふどう あさみ）

趣味：読書（漫画）
好きな言葉：温故知新


